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平成２６年第２回大仙市議会定例会会議録第４号

平成２６年６月１８日（水曜日）

議 事 日 程 第 ４ 号

平成２６年６月１８日（水曜日）午前１０時開議

第 １ 議長報告 ・例月現金出納検査結果

第 ２ 議案第７７号 財産の取得について

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ３ 議案第７８号 財産の取得について

（建設水道委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ４ 議案第７９号 平成２６年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入額の変更に

ついて （教育福祉委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ５ 議案第８０号 平成２６年度大仙市一般会計補正予算（第３号）

（各常任委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第８１号 平成２６年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号） （総務民生委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第８２号 平成２６年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）

（教育福祉委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第８３号 平成２６年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第１号）

（教育福祉委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ９ 請願第 １号 少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２

分の１復元をはかるための、２０１５年度政府予算に係る意見

書採択に関する請願書

（教育福祉委員長報告・質疑・討論・表決）

第１０ 陳情第１１号 手話言語法（仮称）制定に関する意見書の提出について

（教育福祉委員長報告・質疑・討論・表決）
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第１１ 意見書案第５号 少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度

２分の１復元をはかるための、２０１５年度政府予算に係る

意見書 （質疑・討論・表決）

第１２ 意見書案第６号 手話言語法（仮称）制定に関する意見書

（質疑・討論・表決）

第１３ 議案第８４号 大仙市地元酒等乾杯推進条例の制定について

（説明・質疑・討論・表決）

第１４ 議案第８５号 教育委員会委員の任命について （説明・質疑・討論・表決）

第１５ 大仙市農業委員会委員の推薦について

第１６ 各委員会からの閉会中の継続審査及び所管事務調査の申し出について

第１７ 議員の派遣について

出席議員（２８人）

１番 冨 岡 喜 芳 ２番 秩 父 博 樹 ３番 細 谷 洋 造

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 後 藤 健 ６番 佐 藤 育 男

７番 石 塚 柏 ８番 藤 田 和 久 ９番 佐 藤 文 子

１０番 小 山 緑 郎 １１番 茂 木 隆 １２番 佐 藤 芳 雄

１３番 古 谷 武 美 １４番 武 田 隆 １５番 金 谷 道 男

１６番 高 橋 幸 晴 １７番 大 野 忠 夫 １８番 小 松 栄 治

１９番 渡 邊 秀 俊 ２０番 佐 藤 清 吉 ２１番 児 玉 裕 一

２２番 高 橋 敏 英 ２３番 千 葉 健 ２４番 大 山 利 吉

２５番 本 間 輝 男 ２６番 鎌 田 正 ２７番 橋 本 五 郎

２８番 橋 村 誠

欠席議員（０人）

遅刻議員（０人）

早退議員（０人）
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説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 副 市 長 久 米 正 雄

副 市 長 老 松 博 行 教 育 長 三 浦 憲 一

代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 総 務 部 長 佐 藤 芳 彦

企 画 部 長 小 松 英 昭 市 民 部 長 山 谷 勝 志

健 康 福 祉 部 長 小野地 淳 司 農 林 商 工 部 長 佐々木 誠 治

建 設 部 長 小 松 春 一 上 下 水 道 部 長 岩 谷 友一郎

病 院 事 務 長 柴 田 敬 史 教 育 指 導 部 長 小笠原 晃

生 涯 学 習 部 長 滝 沢 清 寿 次長兼総務課長 伊 藤 義 之

議会事務局職員出席者

局 長 木 村 喜代美 次 長 伊 藤 雅 裕

副 主 幹 田 口 美和子 副 主 幹 冨 樫 康 隆

主 査 佐 藤 和 人

午前１０時００分 開 議

○議長（橋村 誠） おはようございます。

これより本日の会議を行います。

○議長（橋村 誠） 申し上げます。市長から発言訂正の申し出がありますので、これを

許します。栗林市長。

【栗林市長 登壇】

○市長（栗林次美） 去る６月１１日の本会議第３日に行われた佐藤文子議員の質問にお

ける答弁の訂正をお願い申し上げます。

質問の、医療介護総合法案に関連しての項で、再質問に対する答弁の中で「介護保険

の第６期計画が始まる年」と申し上げましたが、正しくは「介護保険の第６期計画期間

中の年」でありますので、訂正させていただきます。

また、再質問及び再々質問の答弁において、十分にお答えできない部分がありました

ので、改めて整理して説明させていただきます。

要支援の訪問介護、通所介護サービスが予防給付から地域支援事業に移行し、平成
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２９年４月からの実施を目指すことについてでありますが、医療介護総合法案が本通常

国会において成立しますと、改正後の介護保険法は平成２７年４月に施行となる見込み

であります。その中で要支援１・２の方の訪問介護と通所介護が予防給付から地域支援

事業の総合事業へと移行することになりますが、平成２７年度と２８年度の２年間は、

事業移行に伴う経過措置期間とされており、平成２９年４月までには全ての市町村で事

業を開始するというスケジュール案が国から示されております。法案成立後は、この総

合事業の実施時期を広域市町村圏組合介護保険条例で定め、第６期介護保険事業計画の

中に明記する手続が必要ですが、市としては、これまでのサービスが後退することがな

いよう、２７年度・２８年度の２年間を準備期間とし、平成２９年４月からの実施を目

指して取り組んでまいりたいということであります。

【栗林市長 降壇】

○議長（橋村 誠） 以上の訂正内容で、ご了承願います。

○議長（橋村 誠） それでは、議事に入ります。

本日の議事は、議事日程第４号をもって進めます。

○議長（橋村 誠） 日程第１、諸般の報告をいたします。

例月現金出納検査結果が市監査委員から提出されましたので、別添お手元に配付のと

おり報告いたします。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第２、議案第７７号及び日程第３、議案第７８号の２件

を一括して議題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。建設水道常任委員長２３番千葉健君。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、２３番。

【２３番 千葉健議員 登壇】

○建設水道常任委員長（千葉 健） ご報告いたします。

今期定例会、本会議第３日に当委員会に審査付託となりました事件につき、去る６月

１１日に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしましたので、

その経過及び結果について、ご報告いたします。
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議案第７７号、議案第７８号の「財産の取得について」の２件につきましては、一括

で審査を行い、当局からの内容説明に対し、委員から「ロータリー除雪車の入札が２社

だけの理由は何か。」との質疑があり、当局からは「秋田県内において営業所を有する

メーカー、または、正規の代理店から直接納入できる業者を選定した結果、２社しかお

らず、その２社を指名した。」との答弁がありました。

また、委員から「除雪機械の更新に関して、基本的なルールはあるのか。また、古く

なった機械の処分はどうしているか。」との質疑があり、当局からは「老朽化における

出力低下及び修繕料の増加が著しいものや必要に応じて各地域の状況を勘案しながら、

年３台程度を目標に更新計画を立てている。古くなった機械は、緊急時に活用する待機

車両に、あるいは入札により払い下げを行っている。」との答弁がありました。

そのほか、２、３の質疑がありましたが、当局の説明を了とし、討論はなく、採決の

結果、出席委員の一致をもちまして、本２件は原案のとおり可決すべきものと決した次

第であります。

以上で、報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【２３番 千葉健議員 降壇】

○議長（橋村 誠） これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なし

と認めます。

これより、議案第７７号及び議案第７８号の２件を一括して採決いたします。本２件

に対する委員長報告は原案可決であります。本２件は、委員長報告のとおり決すること

にご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第４、議案第７９号を議題といたします。

本件に関し、委員長の報告を求めます。教育福祉常任委員長１０番小山緑郎君。
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（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、１０番。

【１０番 小山緑郎議員 登壇】

○教育福祉常任委員長（小山緑郎） 本会議第３日に当委員会に審議付託となりました事

件につきまして、去る６月１２日に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎

重審査いたしましたので、その経過及び結果についてご報告いたします。

議案第７９号「平成２６年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入額の変更につい

て」でありますが、当局の内容説明を了とし、質疑及び討論はなく、採決の結果、出席

委員の一致をもちまして、本件は、原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上で報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【１０番 小山緑郎議員 降壇】

○議長（橋村 誠） これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なし

と認めます。

これより、議案第７９号を採決いたします。本件に対する委員長報告は原案可決であ

ります。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決されまし

た。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第５、議案第８０号から日程第８、議案第８３号までの

４件を一括して議題といたします。

本４件に関し、各委員長の報告を求めます。はじめに、総務民生常任委員長１５番金

谷道男君。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、１５番。

【１５番 金谷道男議員 登壇】
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○総務民生常任委員長（金谷道男） 本会議第３日、当委員会に審査付託となりました事

件について、去る６月１１日及び本日、委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求め、

慎重審査いたしましたので、その経過及び結果について、ご報告いたします。

はじめに、議案第８０号「平成２６年度大仙市一般会計補正予算（第３号）」につい

ては、当局の説明に対し、質疑において「災害弔慰金は、災害による転落死等に支給さ

れるものと思われるが、業者から派遣され、雪下ろしの事故で亡くなった方の遺族には

支給されないのか。また、そうした場合は、業者の災害補償はどうなっているのか。」

との質問には「事故で亡くなられた場合、その調査の過程で明らかに雪害であることと

災害救助法が適用された場合は、事業所に勤めている大仙市民であれば支給される。ま

た、労働者災害補償保険も適用になる。」との答弁がありました。

また、別の委員からは「災害弔慰金は、災害救助法の適用が２都道府県以上に該当し

ないと対象にならないようであるが、市にも応分の負担が生じているので、災害救助法

の適用否かに関係なく市の負担相当額を支給することが市民に対する弔意の表し方と思

うが、今後検討できないか。」との質問には「災害弔慰金の市の負担分については、全

額特別交付税措置されており、普通の一般財源とは異なった財源措置がされている。災

害救助法の適用範囲について、特に雪害に関しては、もう少し弾力的な運用ができるよ

う国に働きかけていきたい。」との答弁がありました。

さらに委員からは「雪下ろしの事故が高年齢化している実情もあることから、事故が

起こらないよう抜本的な改善方法を考える必要はないか。」との質問には「現在、全庁

挙げて雪対策総合計画を検討中であり、雪下ろしも含めた一人暮らし老人に対する除排

雪対策などの計画が半ばまで進んでいる。まとまった時点で議会にも協議をお願いした

い。」との答弁がありました。

討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決す

べきものと決した次第であります。

次に、議案第８１号「平成２６年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）」については、当局の説明に対し、質疑において、米価の値下がりによる農業所得

の減などにより保険税収が下回ったとの説明があったが、当初予算見込みからの被保険

者数の変更はあるものか、また、繰越金の見込みはどうなのか。」との質問には「被保

険者数は当初予算見込み時よりも社会保険加入者が増え、５００人ほど減少している。

また、繰越金の見込みは現時点で１億９，０００万であり、補正後の計上額が１億
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７，８００万となることから、今後は１，２００万円の計上ができると見込んでい

る。」との答弁がありました。

討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決す

べきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【１５番 金谷道男議員 降壇】

○議長（橋村 誠） 次に、企画産業常任委員長１６番高橋幸晴君。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、１６番。

【１６番 高橋幸晴議員 登壇】

○企画産業常任委員長（高橋幸晴） おはようございます。

今期定例会、本会議第３日に当常任委員会に審査付託となった事件につきまして、去

る６月１２日に委員会を開催し、所管関係部長等の出席を求めて慎重審査いたしました

ので、その経過及び結果についてご報告いたします。

議案第８０号のうち、当委員会に審査付託となりました所管する補正予算につきまし

ては、当局からの内容説明に対し、委員から「平成２８年度からの新たな大仙市農業振

興計画策定に向け、農業活力創造懇話会を開催し、意見・提言等を集約するとのことで

あるが、その懇話会委員の選定状況を教えていただきたい。」との質疑があり、当局か

らは「農業活力創造懇話会は、グループを三つに分け、それぞれ２０名ほどにお願いし、

あわせて８回開催していく。メンバーの選任については、一つ目の将来の担い手グルー

プとしては、農業元気賞の受賞者、新規就農者研修施設の修了生、県のフロンティア研

修の修了生や農業近代化ゼミナールの役員の方などを予定している。二つ目の中心的経

営体の若手世代グループとしては、認定農業者で４０歳以下の方や農業法人から推薦を

いただいて決定する。三つ目の農産物の流通・消費者、加工・販売者グループとしては、

市内で加工所やレストラン及び直売所を運営されている代表者の方々を予定してい

る。」との答弁がありました。
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さらに、委員からは「三つのグループに分けてやるのも具体的で細かい意見が出るな

どの良い面もあるが、総合的に大仙市の将来農業について考え、次の農業振興計画に反

映させていくのであれば、この三つのグループの中から、例えば５人ぐらいの参加者を

決め、一堂に介した懇話会を開催し、意見交換を行ったらどうか。」との意見があり、

当局からは「現在のところ、全体で開催する予定はないが、総括的に意見交換をする場

も必要になってくることが考えられるので、今後検討していきたい。」との答弁があり

ました。

その他、２、３の質疑がありましたが、当局の説明を了とし、討論はなく、採決の結

果、出席委員の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次第で

あります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【１６番 高橋幸晴議員 降壇】

○議長（橋村 誠） 次に、教育福祉常任委員長１０番小山緑郎君。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、１０番。

【１０番 小山緑郎議員 登壇】

○教育福祉常任委員長（小山緑郎） ご報告いたします。

議案第８０号のうち、当委員会に審査付託となりました所管する予算につきましては、

当局からの補正内容の説明に対し、委員から「法人立保育所補助金について、今回耐震

補強工事を行うはなだて保育園で、漏電の危険性もあるとのことだが、園児にとって非

常に危険なことだ。ほかの保育所も含め、定期的な検査は行っているのか。」との質疑

があり、それに対して当局からは「年１回、電気保安協会の点検は受けている。「はな

だて保育園については、今回改めて確認したところ、漏電の可能性があり危険であるた

め、屋上防水改修工事を行った方が良いという診断を受け、あわせて実施するものであ

る。」との答弁がありました。

また、委員から「開所から３８年経過している同園に、今２，０００万以上もかけ、
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何年もたせる予定なのか。」との質疑があり、当局からは「はなだて保育園の耐用年数

は４７年となっているが、今回耐震補強工事をすることによって、さらに安全に保育で

きる環境が整えられるものと考える。なお、大曲地域の年数が経っている保育園につい

ては、同園も含めた保育所整備計画の中で計画的に整備を進めてまいりたい。」との答

弁がありました。

また、学校施設天井等落下防止対策事業費について、委員から「現状の写真を見せて

いただき、今回実施する大曲小学校の対策工事を早急に行う必要があると感じた。ほか

の学校の状況は、どのようになっているのか。」との質疑があり、それに対して当局か

らは「市内３２小・中学校について調査は全て終了している。対策を講じなければなら

ない学校について、協議が整い次第、可能な限り早期に工事に取りかかり、２８年度ま

でに終了する計画である。」との答弁がありました。

また、国民文化祭関連事業費並びに鈴木空如資料調査研究事業費について、委員から

「国民文化祭の期間中、鈴木空如の作品の展示は太田文化プラザということであるが、

もっと人が来やすい場所に展示した方が良いのではないか。」との質疑があり、それに

対して当局からは「作品の大きさが４メートルあり、現在、市内で展示できるケースが

あるのは、太田文化プラザと旧池田氏庭園内の修復中の米蔵だけである。まずは旧池田

氏庭園内米蔵でご覧いただき、さらに興味深く見学、学習したい方々には太田地域に足

を運んでいただきたいと考えている。商工観光課とも協議をしており、交通手段につい

ての仕組みを作り、期間中、各地域を回っていただけるように取り組んでまいりた

い。」との答弁がありました。

また、委員から「木村伊兵衛、鈴木空如の作品、共に素晴らしいが、果たしてこのお

二方のことを覚えている市民がどれだけいるのか。今後、広く周知していくことが大き

な課題であると思う。活用方法として、木村伊兵衛の写真展を、例えば敬老会等の会場

に展示し、多くの市民の皆さんから見ていただいてはどうか。」との質疑があり、それ

に対して当局からは「貴重な資料であり、身近な会場で巡回展のような形で展示を行い、

皆さんに見ていただけるように検討してまいりたい。」との答弁がありました。

その他、２、３の質疑がありましたが、当局の説明を了とし、討論はなく、採決の結

果、出席委員の一致をもちまして、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第８２号「平成２６年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１

号）」及び議案第８３号「平成２６年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第１
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号）」につきましては、当局からの補正内容の説明を了とし、質疑及び討論はなく、採

決の結果、出席委員の一致をもちまして、本２件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。

以上で報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【１０番 小山緑郎議員 降壇】

○議長（橋村 誠） 次に、建設水道常任委員長２３番千葉健君。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、２３番。

【２３番 千葉健議員 登壇】

○建設水道常任委員長（千葉 健） ご報告いたします。

議案第８０号のうち、当委員会に審査付託となりました所管する補正予算につきまし

ては、当局からの内容説明を了とし、質疑・討論はなく、採決の結果、出席委員の一致

をもって、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【２３番 千葉健議員 降壇】

○議長（橋村 誠） これより討論に入ります。討論の通告がありませんので、討論なし

と認めます。

これより、議案第８０号から議案第８３号までの４件を一括して採決いたします。本

４件に対する委員長報告は原案可決であります。本４件は、委員長報告のとおり決する

ことにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本４件は、原案のとおり可決されま
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した。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第９、請願第１号及び日程第１０、陳情第１１号の２件

を一括して議題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。教育福祉常任委員長１０番小山緑郎君。

（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、１０番。

【１０番 小山緑郎議員 登壇】

○教育福祉常任委員長（小山緑郎） ご報告いたします。

請願第１号「少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復

元をはかるための、２０１５年度政府予算に係る意見書採択に関する請願書」並びに陳

情第１１号「手話言語法（仮称）制定に関する意見書の提出について」でありますが、

願意を妥当と認め、採決の結果、出席委員の一致をもちまして、本２件は採択すべきも

のと決しました。

以上で報告を終わります。

○議長（橋村 誠） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【１０番 小山緑郎議員 降壇】

○議長（橋村 誠） これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） これより、ただいま議題となっております請願第１号及び陳情第

１１号の２件を一括して採決をいたします。本２件に対する委員長報告は採択でありま

す。本２件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本２件は、採択することに決しまし

た。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第１１、意見書案第５号及び日程第１２、意見書案第６
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号の２件を一括して議題といたします。

意見書案第５号及び第６号の２件は教育福祉常任委員長から提出されております。

お諮りします。意見書案第５号及び第６号の２件は、会議規則第３７条第３項の規定

により、提案理由の説明を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本２件については、提案理由の説明

は省略することに決しました。

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

ただいま議題となっております本２件については、会議規則第３７条第２項の規定に

より、委員会には付託いたしません。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 討論なしと認めます。

これより意見書案第５号及び第６号の２件を一括して採決いたします。本２件は、原

案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本２件は、原案のとおり可決されま

した。

お諮りいたします。ただいま議決されました意見書案第５号及び第６号の２件につい

て、その条項、字句、数字、その他の整理を要するものにつきましては、その整理を議

長に委任されたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって、条項、字句、数字、その他の整理

は議長に委任することに決しました。

○議長（橋村 誠） 次に、日程第１３、議案第８４号を議題といたします。

本件は、企業産業常任委員長高橋幸晴君から提出されております。

提案理由の説明を求めます。企画産業常任委員長１６番高橋幸晴君。
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（「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） はい、１６番。

【１６番 高橋幸晴議員 登壇】

○企画産業常任委員長（高橋幸晴） 議案第８４号、大仙市地元酒等乾杯推進条例の制定

についての提案理由を説明させていただきます。

本市は、「人が活き 人が集う 夢のある田園交流都市」を掲げ、四季折々に美しい

表情を見せる自然豊かな農業を基幹産業とする地帯であります。

広大な山林による豊富で清冽な湧水に恵まれた本市は、六つの酒蔵を有し、県内有数

の酒処として知られており、現在九つの酒造会社で日本酒が製造されているのに加え、

肥沃な土壌の仙北平野では、市内の約３１ｈａにおいて日本酒の原材料となる酒造好適

米の栽培も行われております。さらには、日本酒消費量や１人当たりの清酒の消費量

ランキングにおいて、常に本県は全国上位となっております。

このようなことから、企画産業常任委員会では、本市として地元産のお酒等を愛飲す

る機運を醸成し、地元のお酒等の消費拡大を図り、本市の基幹産業である農業を含めた

地場産業の振興及び商工観光の発展に資する必要があるのではないかと考えたところで

あります。その結果、地元のお酒等の消費量を促進し、また、日本酒を製造する地元産

の原材料である酒造好適米の生産拡大を図るため、さらには市外への情報発信や市外か

らの来訪者への商品紹介を含めた売り込みを行うなど、これからの大仙市をＰＲし、か

つ郷土の伝統文化を継承していく取り組みのための合い言葉として、地元のお酒等によ

る乾杯を推進する必要があるとの結論に至ったものであります。

本条例案は、特に拘束力や罰則を設けるものではなく、個人の嗜好を尊重し、日本酒

に限らず地域のお酒等の振興を盛り上げる趣旨から、地元のお酒等による乾杯を推進す

る法条例案の制定を提案するものであります。

なお、この条例は、公布の日から施行するものであります。

何卒、本提案の趣旨をご理解いただき、議案各位のご賛同を賜りますようお願い申し

上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。

○議長（橋村 誠） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

【１６番 高橋幸晴議員 降壇】
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○議長（橋村 誠） 本件については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会に

は付託いたしません。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 討論なしと認めます。

これより議案第８４号を採決いたします。本件は、原案のとおり可決することにご異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決されまし

た。

【三浦教育長 退席】

○議長（橋村 誠） 次に、日程第１４、議案第８５号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。

【栗林市長 登壇】

○市長（栗林次美） 議案第８５号の教育委員会委員の任命について、ご説明申し上げま

す。

本案は、当教育委員会委員のうち、三浦憲一氏の任期が来る６月３０日をもって満了

となりますが、同氏を再任いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４

条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願いを

申し上げます。

【栗林市長 降壇】

○議長（橋村 誠） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件については、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本件については、委員会の付託を省
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略することに決しました。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） 討論なしと認めます。

これより議案第８５号を採決いたします。本件は同意と決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって本件は、同意することに決しました。

【三浦教育長 着席】

○議長（橋村 誠） 次に、日程第１５、大仙市農業委員会委員の推薦についてを議題と

いたします。

お諮りいたします。農業委員会等に関する法律第１２条第１項第２号の規定により、

議会推薦の農業委員会委員は４人とし、推薦の方法は、議長が指名することにいたした

いと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって推薦の方法は、議長が指名すること

に決しました。

議会推薦の農業委員会委員には、大仙市新谷地字上台３０番地、石橋まゆみ氏、大仙

市神宮寺字大浦１５番地、齋藤 亘 氏、大仙市豊岡字谷地１１番地、信田浩則氏、大仙
わたる し だ ひろのり

市南外字大畑深山１７１番地、今野純子氏、以上４名を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました４名を、大仙市農業委員

会委員に推薦することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって、議長において指名いたしました４

名を、大仙市農業委員会委員に推薦することに決しました。

○議長（橋村 誠） 日程第１６、各委員会から閉会中の継続審査及び所管事務調査の申

し出についてを議題といたします。

各委員長から、審査及び調査中の事件につき、会議規則第１０４条並びに１１０条の
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規定により、お手元に配付いたしましたとおり、閉会中の継続審査及び所管事務調査の

申し出がありました。

お諮りいたします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査及び所管事務

調査とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって、各委員長から申し出のとおり決し

ました。

○議長（橋村 誠） 日程第１７、議員の派遣についてを議題といたします。

お諮りいたします。地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６５条の規定に

より、お手元に配付のとおり、大仙市議会市政懇談会、平成２６年度大仙市・仙北市・

美郷町議会議員交流会及び県南地域市議会議員研修会へ議員派遣することにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（橋村 誠） ご異議なしと認めます。よって、大仙市議会市政懇談会、平成２６

年度大仙市・仙北市・美郷町議会議員交流会及び県南地域市議会議員研修会へ議員派遣

することに決しました。

○議長（橋村 誠） 以上で、本定例会の日程は全部終了いたしました。

これにて平成２６年第２回大仙市議会定例会を閉会いたします。

長期間にわたり、大変ご苦労様でした。

午前１０時３９分 閉 会
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

平成 年 月 日

大仙市議会議長

議 員

議 員

議 員


